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～ 
日
本
人
の
起
源
を
求
め
て 

～

我
が
大
阪
本
町
・
歴
史
倶
楽
部
の
会
是
は
「
日
本
人
は
ど
こ
か
ら

来
た
か
」で
あ
る
。会
は
発
足
以
来
二
十
二
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、

こ
の
ク
ラ
ブ
・
テ
ー
マ
は
今
も
っ
て
最
重
要
課
題
と
し
て
我
々
の
前

に
横
た
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
真
理
を
求
め
て
我
々
は
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
の
日
本

各
地
と
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
、
様
々
な
遺
跡

を
訪
ね
て
歩
き
思
索
を
重
ね
た
が
、
真
理
の
解
明
に
は
未
だ
ほ
ど
遠

い
。個

人
的
に
も
、
人
類
の
母
イ
ブ
や
、
原
人
・
旧
人
・
新
人
の
発
祥

や
そ
の
展
開
、
日
本
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
な
ど
に
は

大
い
な
る
興
味
を
か
き
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
も
紹

介
し
た
、
ド
イ
ツ
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ロ
マ

ニ
ョ
ン
、
ラ
ス
コ
ー
の
壁
画
洞
窟
な
ど
に
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
て
、
そ

の
痕
跡
を
こ
の
目
で
見
た
い
と
い
う
欲
求
も
、
そ
の
真
理
に
迫
り
た

い
と
い
う
願
望
の
表
れ
で
あ
る
。
だ
が
、
現
地
へ
赴
き
、
人
類
の
始

祖
た
ち
の
息
吹
を
こ
の
目
で
見
た
と
し
て
も
、
人
類
の
途
方
も
無
く

長
い
歩
み
や
そ
の
営
み
の
全
容
は
あ
ま
り
に
も
遠
大
で
宏
大
で
あ

り
、
こ
れ
を
理
解
す
る
の
は
、
私
に
は
一
生
不
可
能
で
は
無
い
の
か

と
い
う
気
に
も
な
っ
て
く
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
人
類
学
関
係
の
学
問
は
格
段
の
進
歩
を

見
せ
、
特
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
中
心
と
し
た
人
類
の
（
日
本
人
の
）
起
源
に

迫
る
研
究
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
数
年
の
、
国
立
遺
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伝
学
研
究
所
（
静
岡
県
三
島
市
）
の
斎
藤
成
也
教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
縄
文
人
の
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
の
結
果
、
現
代
日
本
人
（
東
京
周

辺
）
は
、
遺
伝
情
報
の
約
12
％
を
縄
文
人
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
縄
文
人
は
、
き
わ
め
て
古
い
時
代
に

他
の
ア
ジ
ア
人
集
団
か
ら
分
か
れ
、
独
自
に
進
化
し
た
特
異
な
集
団

だ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
縄
文
人
は
中
国
人
や
韓
国
人
と
は
違
う

系
統
の
人
類
進
化
の
道
を
た
ど
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま

た
、「
で
は
、
縄
文
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
」
と
言
う
新
た
な

謎
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
。

こ
れ
ま
で
九
州
以
北
の
日
本
本
土
で
は
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
の

数
は
１
万
件
を
越
え
て
い
る
の
に
、
彼
ら
の
人
骨
は
、
殆
ど
発
見
さ

れ
て
い
な
い
。
確
実
に
旧
石
器
時
代
と
認
定
さ
れ
て
い
る
人
骨
は
、

静
岡
県
浜
松
市
か
ら
出
土
し
た
「
浜は

ま

北き
た

人じ
ん

」
と
呼
ば
れ
る
人
骨
の
頭

骨
片
、四
肢
骨
片
の
み
で
、一
万
七
千
年
前
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
沖
縄
で
は
、
多
く
の
旧
石
器
人
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

１
９
６
０
年
代
か
ら
沖
縄
で
は
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
有
名

な
の
は
１
９
７
０
年
（
昭
和
４
５
年
）
に
沖
縄
県
具ぐ

志し

頭か
み

村そ
ん

（
現
・

八
重
瀬
町
）
港
川
で
、
地
元
の
歴
史
研
究
家
大お

お

山や
ま

盛せ
い

保ほ

に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
「
港

み
な
と

川が
わ

人じ
ん

」
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
４
体
の
男
女
完
全
骨

格
が
発
見
さ
れ
、
約
２
万
年
前
の
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
ほ
ぼ
同
時

期
（
１
９
６
８
～
１
９
６
９
）
に
、
那
覇
市
山
下
町
第
一
洞
窟
で
は

小
児
の
脚
の
骨
（
大
腿
骨
、
脛
骨
）
が
発
見
さ
れ
、
同
時
に
発
掘
さ

れ
た
木
片
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
の
結
果
、
３
万
６
千
年
前
と
さ

れ
た
。
そ
の
後
も
沖
縄
・
琉
球
列
島
で
は
旧
石
器
人
骨
の
発
見
が
相

次
い
で
お
り
、
最
新
の
話
題
は
、
２
０
０
８
年
に
石
垣
島
東
岸
の
白

保
地
区
で
発
見
さ
れ
た
「
白し

ら
ほ
さ
お
ね
た
ば
る

保
竿
根
田
原
遺
跡
」
か
ら
の
人
骨
で
あ

る
。
新
石
垣
島
空
港
建
設
に
伴
っ
て
発
見
さ
れ
た
人
骨
数
体
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
１
万
９
千
年
～
２
万
４
千
年
前
の
旧
石
器
人
の
も
の
と
さ

れ
た
。

日
本
本
土
で
は
殆
ど
発
見
さ
れ
な
い
旧
石
器
人
骨
が
、
な
ぜ
沖
縄

で
は
か
く
も
多
く
発
見
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
本
土
の
同
時

代
の
土
が
火
山
灰
を
多
く
含
ん
だ
酸
性
の
土
壌
で
、
人
骨
は
殆
ど
溶

け
て
し
ま
う
事
が
理
由
の
よ
う
だ
。
沖
縄
・
琉
球
列
島
の
土
壌
は
、

そ
の
多
く
が
珊
瑚
礁
の
残
骸
か
ら
な
る
石
灰
岩
か
ら
組
成
さ
れ
て
お

り
、
石
灰
岩
に
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
る
た
め
、
ア
ル

カ
リ
分
の
成
分
に
よ
っ
て
人
骨
は
風
化
か
ら
免
れ
、
化
石
と
し
て
残

存
す
る
の
で
あ
る
。

平
成
30
年
２
月
に
、
以
前
「
魏
志
倭
人
伝
の
旅
」
で
洛
陽
か
ら
釜

山
へ
の
旅
を
し
た
、
同
じ
考
古
学
専
門
ツ
ア
ー
会
社
か
ら
、「
沖
縄

旧
石
器
文
化
を
訪
ね
て
」
と
い
う
案
内
が
来
た
。
見
て
み
る
と
私
の

行
き
た
い
と
こ
ろ
を
ほ
ぼ
巡
る
旅
だ
っ
た
の
で
、
歴
史
倶
楽
部
の
錦

織
さ
ん
を
誘
っ
て
早
速
参
加
し
た
。
専
門
家
が
同
行
す
る
ツ
ア
ー

で
、
今
回
は
大
阪
府
弥
生
文
化
博
物
館
の
学
芸
員
中
尾
智
行
氏
が
同

行
し
た
。
彼
と
は
、
我
が
歴
史
倶
楽
部
の
博
物
館
見
学
の
際
特
別
に
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解
説
を
お
願
い
し
た
り
、
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
て
顔
見
知
り

だ
っ
た
の
で
、
道
中
タ
メ
口
で
冗
談
を
交
わ
し
た
り
、
邪
馬
台
国
論

で
は
近
畿
対
九
州
で
激
論
し
た
り
と
、
な
か
な
か
面
白
い
旅
だ
っ

た
。
紀
行
文
は
道
中
記
録
し
た
も
の
だ
が
、
ツ
ア
ー
は
旧
石
器
時
代

遺
跡
以
外
に
も
、
グ
ス
ク
や
首
里
城
な
ど
も
巡
っ
た
の
で
、
旧
石
器

遺
跡
部
分
以
外
は
割
愛
し
た
。

 

■  

２
０
１
８
年
２
月
21
日
（
水
）　

　
　
沖
縄
旅
行
「
沖
縄
の
旧
石
器
文
化
と
南
島
」Ａ

Ｍ
２
時
、
Ａ
Ｍ

５
時
と
二
度
寝
る
。

６
時
起
床
。
き
つ
ね

う
ど
ん
を
作
っ
て
食

べ
る
。

今
日
か
ら
沖
縄

だ
。
西
表
、
石
垣
に

は
行
っ
た
が
、
沖
縄

本
島
に
は
ま
だ
行
っ

た
こ
と
が
無
い
の
で

楽
し
み
で
あ
る
。
７

時
頃
、
ｗ
ｉ
ｆ
ｅ
が

起
き
て
き
て
パ
ン
を

焼
い
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
な
が
ら
珈
琲
を

飲
む
。
ｗ
ｉ
ｆ
ｅ
に
送
っ
て
貰
い
、
９
時
30
分
伊
丹
空
港
着
。
集
合

場
所
へ
行
く
と
、
全
邪
馬
連
関
西
支
部
の
小
宮
山
さ
ん
が
い
る
。
彼

も
友
人
と
参
加
し
て
い
た
。
機
内
で
食
べ
る
弁
当
を
支
給
さ
れ
る
。

ガンガラーの谷入り口、カフェのパラソルが見える
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や
が
て
今
回
一
緒
に
行
く
、
同
室
の
錦
織
さ
ん
が
来
た
。
錦
織
さ
ん

も
大
阪
本
町
・
歴
史
倶
楽
部
の
会
員
だ
。
も
う
20
年
ほ
ど
の
付
き
合

い
に
な
る
。
今
回
の
旅
の
資
料
、
航
空
券
が
支
給
さ
れ
、
搭
乗
口
へ

進
む
。
全
部
で
40
名
程
の
参
加
者
だ
。
ど
こ
か
の
修
学
旅
行
生
（
中

学
生
）
と
一
緒
だ
っ
た
。
山
梨
だ
か
群
馬
だ
っ
た
か
。
埼
玉
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
出
発
が
20
分
ほ
ど
遅
れ
、
機
内
で
弁
当
を
食
べ
て

い
る
内
に
、
13
時
50
分
、
那
覇
空
港
着
陸
。
暑
い
。

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
下
に
着
て
い
た
チ
ョ
ッ
キ
を
脱
ぐ
。
出
口
に
バ
ス

の
運
転
手
さ
ん
が
待
っ
て
い
る
。14
時
20
分
バ
ス
乗
車
。予
定
で
は
、

日
本
最
古
の
人
骨
と
礫
石
器
が
出
土
し
た
「
山
下
町
第
一
洞
窟
遺

跡
」
か
ら
先
に
行
く
は
ず
だ
っ
た
が
到
着
が
遅
れ
た
た
め
、「
ガ
ン

ガ
ラ
ー
の
谷
（
サ
キ
タ
リ
洞
、武
芸
洞
）」
へ
先
に
行
く
事
に
な
る
。

こ
こ
は
予
約
制
な
の
で
、
指
定
さ
れ
た
時
間
に
行
か
な
い
と
見
学
で

き
な
い
遺
跡
な
の
だ
。
こ
こ
は
現
在
も
発
掘
が
継
続
中
で
、
新
し
い

発
見
が
相
次
い
で
い
る
遺
跡
で
あ
る
。
バ
ス
を
降
り
て
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
よ
う
な
道
を
進
ん
で
い
く
と
、
だ
ん
だ
ん
下
方
へ
下
が
っ
て
行
っ

た
所
に
、
大
き
な
鍾
乳
洞
の
入
り
口
が
見
え
て
き
た
。
鍾
乳
洞
の
入

り
口
前
は
広
場
に
な
っ
て
い
て
、
30
～
40
人
は
入
れ
そ
う
な
カ
フ
ェ

が
営
業
し
て
い
る
。
広
場
に
椅
子
、
机
を
置
い
て
観
光
客
を
呼
ん
で

い
る
の
だ
。
驚
い
た
。
こ
ん
な
遺
跡
は
初
め
て
だ
。
我
々
の
駐
車
場

に
は
、
中
国
や
韓
国
か
ら
の
大
型
バ
ス
が
目
白
押
し
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
カ
フ
ェ
は
こ
れ
ら
の
客
を
満
足
さ
せ
る
施
設
な
の
だ
ろ
う
。
鍾

乳
洞
を
奥
へ
進
ん
で
、
縄
文
や
旧
石
器
の
遺
跡
を
見
学
し
て
そ
う
な

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

我
々
考
古
ツ
ア
ー
の
一
団
は
、
カ
フ
ェ
を
無
視
し
て
鍾
乳
洞
の
中

へ
入
っ
て
ゆ
く
。鍾
乳
洞
へ
入
っ
て
す
ぐ
の
右
側
も
発
掘
中
だ
っ
た
。

 　
　

 

沖
縄
県
の
職
員
で
あ
り
、
発
掘
現
場
責
任
者
の
山
崎
さ
ん
の
説
明

を
聞
く
。
発
掘
中
の
遺
跡
に
は
縄
文
人
の
痕
跡
が
あ
る
と
言
う
。
さ

ら
に
10
ｍ
ほ
ど
進
ん
だ
右
手
の
窪
み
か
ら
、
約
２
万
年
前
、
世
界
最

古
の
釣
り
針
が
出
土
し
た
。同
時
に
、カ
ニ
や
貝
類
の
夥
し
い
遺
物
、

２
万
年
前
の
人
骨
、
縄
文
時
代
人
骨
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
こ
は

「
サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
谷
全
体
が
巨
大
な
鍾
乳
洞
で
、
雄
樋
川
に
沿
っ
て
延
々
と
続

い
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
酸
性
の
土
壌
に
広
く
覆
わ
れ
た
本

土
の
旧
石
器
遺
跡
か
ら
は
、
石
器
以
外
の
遺
物
は
殆
ど
出
土
し
な
い

が
、
こ
の
サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡
で
は
、
旧
石
器
人
た
ち
が
貝
殻
を
加
工

し
て
石
器
の
代
わ
り
に
道
具
（
貝
器
）
と
し
て
用
い
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
同
じ
く
２
万
年
前
の
地
層
か
ら
、
炭
化
物
と
と
も
に
、

モ
ズ
ク
ガ
ニ
の
爪
や
カ
ワ
ニ
ナ
、
カ
タ
ツ
ム
リ
が
大
量
に
出
土
し
、

こ
れ
ら
は
旧
石
器
人
た
ち
の
食
料
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

約
１
万
４
年
前
の
地
層
か
ら
は
、
人
骨
と
と
も
に
、
石
英
製
の
石

器
が
発
見
さ
れ
た
。
サ
キ
タ
リ
洞
周
辺
に
は
石
英
は
分
布
し
て
お
ら

ず
、
30
ｋ
ｍ
以
上
離
れ
た
沖
縄
県
中
北
部
に
分
布
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
あ
た
り
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
物
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
地
層
か

ら
、
15
ｍ
ｍ
ほ
ど
の
巻
き
貝
（
マ
ツ
ム
シ
）
に
穴
を
開
け
て
ひ
も
を
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通
し
、
ビ
ー
ズ
と
し
て
使
用
さ
れ
た
（
と
思
わ
れ
る
）
も
の
も
出
土

し
た
が
、
土
器
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
上
部
の
縄
文

時
代
層
か
ら
は
、
石
器
に
混
じ
っ
て
、
縄
文
時
代
早
期
の
無
紋
土
器

の
か
け
ら
が
出
土
し
て
い
る
。

人
骨
は
、
１
万
４
千
年
前
も
２
万
年
前
の
も
の
も
歯
の
一
部
で
、

そ
れ
以
外
の
人
骨
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡
か
ら

は
、
縄
文
早
期
の
ほ
ぼ
全
身
分
が
揃
っ
た
約
９
千
年
前
の
人
骨
が
出

土
し
て
い
る
し
、
武
芸
洞
遺
跡
で
は
、
縄
文
晩
期
（
約
２
５
０
０
年

前
）
の
石
棺
墓
と
、
そ
こ
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
完
形
の
人
骨
が
出
土

し
て
い
る
。
ま
た
縄
文
早
期
の
人
骨
の
頭
部
に
は
、
30
ｃ
ｍ
ほ
ど
の

石
灰
岩
の
礫
が
人
為
的
に
並
べ
て
置
か
れ
、
我
が
国
に
お
け
る
最
初

の
埋
葬
人
骨
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
人
骨
は
、
沖
縄
博

物
館
・
美
術
館
で
実
見
で
き
る
。

  　
　

  

こ
こ
に
掲
示
し
た
発
掘
品
の
写
真
並
び
に
資
料
等
は
、
参
考
資
料

の
「
沖
縄
県
南
城
市
サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡
の
発
掘　

沖
縄
県
立
博
物

館
・
美
術
館
」
お
よ
び
、「
島
に
生
き
た
旧
石
器
人　

沖
縄
の
洞
穴

遺
跡
と
人
骨
化
石　

山
崎
真
治　

新
泉
社
」
か
ら
転
載
し
て
い
る
。

深
謝
し
た
い
。

谷
全
体
を
、
本
土
と
は
違
う
植
生
の
木
々
た
ち
が
覆
い
、
周
り
の

光
景
も
全
く
本
土
と
は
異
な
る
。
こ
れ
が
沖
縄
か
、
と
思
う
。
ジ
ャ

ン
グ
ル
だ
。
こ
の
遺
跡
は
現
在
も
発
掘
調
査
中
で
あ
り
、
今
後
も
新

た
な
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
鍾
乳
洞
を
さ
ら
に
30
分
程
歩
い
て

林
の
中
を
行
く
と
、
材
木
で
階
段
と
展
望
台
が
作
っ
て
あ
り
、
登
る

と
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
囲
ま
れ
た
付
近
の
風
景
が
一
望
で
き
、
次
に
行
く

巻貝（ギンタカハマ）製　最大長14mm
左：表面　右：裏面
（沖縄県立博物館・美術館所蔵）

動物遺体　２万年前
（『島に生きた旧石器人　沖縄の洞穴遺跡と人
骨化石』著：山崎真治　新泉社刊より　
沖縄県立博物館・美術館所蔵）

約２万年前の貝器
（沖縄県立博物館・美術館所蔵）

釣り針発見場所



156

世界遺跡巡り　連載第 15 回

武芸洞遺跡の石棺墓（右・中）と出土した人骨（左）
（沖縄県立博物館・美術館所蔵）

サキタリ洞遺跡の人骨出土状況（９千年前以前）
（沖縄県立博物館・美術館所蔵）

人骨　旧石器時代（約１万４千年前）
（沖縄県立博物館・美術館所蔵）

人骨　約２万３千年前
（沖縄県立博物館・美術館所蔵）

石英製石器　旧石器時代
（約１万４千年前）
（沖縄県立博物館・美術館所蔵）
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沖縄県南城市サキタリ洞遺跡の発掘（沖縄県立博物館・美術館蔵）

（沖縄県立博物館・美術館所蔵）
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「
山
下
第
一
洞
窟
」
の
林
も
見
え
て
い
た
。

駐
車
場
手
前
で
、
洞
窟
を
案
内
し
て
く
れ
た
山
崎
さ
ん
と
ス
タ
ッ

フ
が
、
こ
の
サ
キ
タ
リ
遺
跡
の
関
連
図
書
を
販
売
し
て
い
た
。
前
述

の
山
崎
さ
ん
の
著
書
を
買
い
サ
イ
ン
を
貰
う
。
山
崎
さ
ん
と
は
こ
の

後
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
で
再
会
す
る
。
山
崎
さ
ん
は
、
通

常
は
博
物
館
に
い
る
の
だ
っ
た
。

バ
ス
に
乗
り
込
み
、
30
分
ほ
ど
で
「
山
下
第
一
洞
窟
遺
跡
」
に
到

着
。
こ
こ
は
日
本
最
古
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

３
万
２
千
年
前
の
人
骨
が
出
た
の
だ
。

こ
の
遺
跡
は
、
住
宅
地
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
コ
コ
だ
け
取
り
残
さ
れ
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た
よ
う
に
保
存
し
て

あ
る
遺
跡
で
あ
る
。

周
囲
は
公
園
に
な
っ

て
お
り
、
親
子
連
れ

や
カ
ッ
プ
ル
が
ち
ら

ほ
ら
い
る
。
周
り
は

戸
建
て
住
宅
と
ビ
ル

ば
か
り
。
洞
窟
の
入

り
口
と
な
っ
て
い
る

所
を
見
て
も
、
も
う

洞
窟
は
見
え
な
い
。

完
全
に
埋
め
戻
さ
れ

て
い
る
。
公
園
に
は

子
供
た
ち
も
多
い
の

で
、
塞
い
で
お
か
な
い
と
危
険
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
代
わ
り
、
公
園
内

に
は
遺
跡
の
説
明
版
が
結
構
設
置
さ
れ
て
い
た
。

 

ま
だ
ア
メ
リ
カ
施
政
権
下
の
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
、
コ
ザ
市

（
現
・
沖
縄
市
）
の
女
性
が
こ
こ
で
神
事
を
行
っ
て
い
た
際
、
多
量

の
シ
カ
の
化
石
骨
を
発
見
し
た
。
そ
の
中
に
人
為
的
な
加
工
を
施
さ

れ
た
骨
が
数
点
見
つ
か
り
、
琉
球
政
府
文
化
財
保
護
委
員
会
と
沖
縄

大
学
に
よ
っ
て
緊
急
調
査
が
行
わ
れ
た
。
第
一
次
調
査
は
琉
球
政
府

文
化
財
保
護
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
１
９
６
２
年
12
月
28
日
か
ら



160

世界遺跡巡り　連載第 15 回

４
日
間
行
わ
れ
、
更
新
世
と
考
え
ら
れ
る
木
炭
層
か
ら
３
点
の
石
器

が
出
土
し
た
。
こ
の
木
炭
層
は
、
人
間
に
よ
り
整
地
さ
れ
た
「
生
活

面
」
と
考
え
ら
れ
、
焼
土
（
炉
跡
）、
焼
礫
集
中
部
（
礫
群
）
と
い

う
遺
構
が
存
在
し
て
い
た
。

年
代
は
炭
素
年
代
法
に
よ
っ
て
、
約
３
万
２
千
年
前
と
測
定
さ
れ

た
。
石
器
は
洞
穴
内
に
自
然
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
な
く
、
別
の

場
所
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
３
点
共
に
自
然
礫
に
人
為

的
な
打
痕
、
磨
耗
痕
、
そ
れ
に
打
割
調
整
と
整
形
痕
が
認
め
ら
れ
、

石
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
人
工
物
で
あ
る
こ
と
が
確
実
だ
っ
た
。

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
、
東
京
大
学
の
「
沖
縄
洪
積
世
人
類
遺

跡
調
査
団
」
に
よ
っ
て
第
二
次
調
査
が
行
わ
れ
、
こ
の
調
査
で
、
脛

１
点
、
大
腿
骨
１
点
、
腓
骨
１
点
の
計
３
点
の
化
石
人
骨
片
が
出
土

し
た
。

お
よ
そ
８
歳
く
ら
い
の
小
児
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。

人
骨
と
石
器
が
出
土
し
た
層
は
同
時
期
と
さ
れ
、
一
躍
こ
の
遺
跡

は
、
旧
石
器
人
「
山
下
洞
人
」
の
人
骨
や
旧
石
器
が
出
土
し
た
、
極

め
て
重
要
な
遺
跡
と
な
っ
た
。

こ
こ
か
ら
出
土
し
た
人
骨
は
、
現
在
で
も
日
本
最
古
の
旧
石
器
人

骨
で
あ
る
。

■  

２
０
１
８
年
２
月
22
日
（
木
曜
日
）

本
日
は
、
伊
計
島
の
縄
文
遺
跡
「
仲
原
遺
跡
」
を
見
て
、
有
名
な

グ
ス
ク
の
「
勝
連
城
跡
」、「
斎
場
御
嶽
」（
せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き
）、「
首

里
城
跡
」
と
廻
っ
た
の
だ
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
旧
石
器
時

代
遺
跡
」
か
ら
は
は
ず
れ
る
の
で
、
紀
行
文
は
割
愛
す
る
。
た
だ
バ

ス
ガ
イ
ド
さ
ん
に
若
い
お
姉
ち
ゃ
ん
が
加
わ
っ
て
、
朝
か
ら
三
線
の

賑
や
か
な
響
き
で
、
車
中
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
事
と
、
夕
食
の

会
場
が
沖
縄
で
一
番
だ
と
い
う
料
亭
の
「
那
覇
」
だ
っ
た
事
、
料
理

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、沖
縄
民
謡
の
シ
ョ
ー
も
す
ば
ら
し
く
、食
後
、

一
行
全
員
踊
り
に
参
加
し
て
、
恐
ろ
し
く
沖
縄
ら
し
い
夜
に
な
っ
た

事
は
記
し
て
お
き
た
い
。
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■  

２
０
１
８
年
２
月

　
　
　
23
日
（
金
曜
日
）

Ａ
Ｍ
５
時
起
床
。
昨
夜

は
夕
食
が
凄
か
っ
た
。
ツ

ア
ー
で
、
あ
あ
い
う
ど
ん

ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
体
験
で
き

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

夕
食
後
歩
い
て
２
、３

分
の
ホ
テ
ル
へ
戻
っ
て
来

て
、
ロ
ビ
ー
で
時
な
ら
ぬ
「
邪
馬
台
国
論
争
」
と
な
っ
た
。
交
通
社

の
辻
田
社
長
、
添
乗
解
説
者
の
中
尾
氏
、
全
邪
馬
連
の
小
宮
山
氏
、



163

沖縄・旧石器時代遺跡群の旅 ～日本人の起源を求めて～

小
生
に
錦
織
さ
ん
、
他
に
も
一
、二
名
い
た
よ
う
な
。
酔
っ
て
い
た

の
で
つ
い
、「
だ
か
ら
近
畿
圏
の
考
古
学
者
は
ア
カ
ン
ね
ん
。
ア
ホ

ば
っ
か
し
や
」と
暴
言
を
吐
い
て
し
ま
っ
た
。い
や
暴
言
で
は
無
い
。

つ
い
つ
い
本
音
が
出
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
中
尾
君
な
ど
は
少
し
ム
ッ

と
し
て
い
た
。
多
勢
に
無
勢
、
さ
っ
さ
と
部
屋
へ
引
き
上
げ
た
。

バ
イ
キ
ン
グ
の
朝
食
後
、
８
時
半
頃
バ
ス
に
乗
り
込
む
。
え
ら
く

瀟
洒
な
マ
ン
シ
ョ
ン
や
な
と
思
っ
た
ら
「
那
覇
商
業
高
等
学
校
」
と

看
板
が
上
が
っ
て
い
た
。
バ
ス
は
ず
っ
と
海
沿
い
の
道
を
走
っ
て
ゆ

く
。「
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
と
書
い
た
商
船
が
結
構
多
い
。
豊
見
城
警
察

署
の
横
を
通
っ
て
、
具ぐ

し志
頭か
み

（
琉
球
方
言
・
ぐ
し
ち
ゃ
ん
）
と
い
う

所
に
着
い
た
。

「
八
重
瀬
町
立
具
志
頭
歴
史
民
俗
資
料
館
」
を
見
学
す
る
。
港
川

人
を
中
心
と
し
た
考
古
展
示
の
ほ
か
、
沖
縄
戦
関
係
の
資
料
も
多
く

展
示
さ
れ
て
い
た
。
港
川
人
発
見
の
経
緯
や
、
同
時
に
見
つ
か
っ
た

動
物
の
骨
な
ど
多
彩
な
展
示
が
あ
っ
た
。

資
料
館
を
出
る
頃
、
雨
が
パ
ラ
パ
ラ
し
出
し
た
。
資
料
館
を
出
て

バ
ス
で
30
分
程
、
サ
キ
タ
リ
洞
か
ら
流
れ
て
来
た
雄
樋
川
に
沿
っ
て

走
る
。川
が
河
口
へ
近
づ
い
て
、道
も
少
し
幅
広
に
な
っ
た
場
所
に
、

「
港
川
古
代
人
骨
出
土
遺
跡
」
が
あ
る
。
本
に
よ
っ
て
は
、「
港
川

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
遺
跡
」
と
か
「
港
川
原
人
骨
出
土
地
」
と
か
書
い
て

あ
る
も
の
も
あ
る
。

約
２
万
年
前
の
旧
石
器
人
で
あ
る
「
港

み
な
と

川が
わ

人じ
ん

」
は
、フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

と
呼
ば
れ
る
岩
の
裂
け
目
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
肩
幅
よ
り
も
少
し
広

い
位
の
狭
い
裂
け
目
に
、
な
ぜ
人
骨
が
あ
っ
た
の
か
は
ま
だ
わ
か
っ

て
い
な
い
。
狭
す
ぎ
て
居
住
空
間
で
は
無
い
し
、
狩
り
の
場
で
も
無

さ
そ
う
だ
。
４
体
も
一
緒
に
見
つ
か
っ
た
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
事
故

で
上
か
ら
落
ち
た
と
も
考
え
に
く
い
し
。
葬
送
祭
祀
儀
礼
を
行
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
崖
の
上
で
争
っ
て
、
４
人
と
も
上

か
ら
突
き
落
と
さ
れ
た
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
真
相
に
つ
い
て

の
結
論
は
出
て
い
な
い
。
男
性
骨
１
体
、
女
性
骨
３
体
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。

 　雑
草
の
生
え
た
空
き
地
の
中
を
進
ん
で
ゆ
く
。
ド
ン
付
き
は
広
場

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
枯
れ
た
雑
草
と
ゴ
ミ
の
山
で
あ
る
。
切

り
倒
し
た
木
の
切
り
株
や
、
倒
木
の
幹
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
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て
、「
こ
こ
が
日
本
最
初
の
旧
石
器
人
発
見
の
場
所
か
！
」
と
そ
の

荒
廃
ぶ
り
に
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
て
っ
き
り
綺
麗
な
遺
跡
公
園
か
何

か
に
な
っ
て
い
る
と
想
像
し
て
い
た
の
だ
。

後
で
「
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
」
を
訪
問
し
た
が
、
巨
大
な

グ
ス
ク
を
模
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
の
壮
大
な
物
だ
っ
た
。
あ
ん

な
物
を
作
れ
る
の
な
ら
、
そ
の
予
算
の
１
０
０
分
の
１
で
綺
麗
な
遺

跡
公
園
が
で
き
る
の
に
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
中
尾
君
に
そ
う
言
っ

た
ら
、「
近
々
整
備
す
る
ら
し
い
で
す
よ
」
と
言
っ
て
は
い
た
が
、

ど
う
や
ら
現
在
ま
だ
私
有
地
で
、
買
収
で
き
て
い
な
い
も
の
の
よ
う

だ
。
広
場
は
三
方
が
崖

に
囲
ま
れ
て
い
て
、
正

面
の
崖
に
上
か
ら
亀
裂

が
入
っ
て
い
る
の
が
わ

か
る
。
こ
れ
が
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
だ
。

 　

 そ
の
後
聞
い
た
と
こ

ろ
で
は
、
港
川
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
遺
跡
は
、
発
掘

調
査
後
も
取
り
壊
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
現
在
も

当
時
の
姿
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
が
、
私
有
地
の
た
め
普
段
は
施
錠
し
て
あ
り
立
ち
入

り
で
き
な
い
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
ツ
ア
ー
も
事
前
に
所
有
者
の
了
解

を
得
て
見
学
可
能
に
な
っ
た
も
の
ら
し
い
。
見
学
希
望
者
は
、
八
重

瀬
町
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
申
し
込
む
と
な
っ
て
い
る
。

   
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
遺
跡
は
１
９
７
０
年
頃
に
地
元

の
ア
マ
チ
ュ
ア
考
古
学
研
究
家
の
大
山
盛
保
氏
に
よ
り
、
具
志
頭
村

港
川
の
海
岸
に
近
い
石
切
場
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
身
が

揃
っ
た
人
骨
の
出
現
は
、
旧
石
器
人
の
形
状
を
知
る
上
で
の
重
要
な

資
料
に
な
っ
た
。
こ
の
人
骨
は
、
石
垣
島
の
白
保
竿
根
田
原
洞
穴
遺
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跡
で
約

２
万
４
千

年
前
の
人

骨
が
発
見

さ
れ
る
ま

で
、
全
身

骨
格
の
形

で
残
っ
て

い
る
日
本

の
人
骨
の

中
で
最
も

古
い
も
の
だ
っ
た
。
身
長
は
男
性
で
約
１
５
３
～
１
５
５
ｃ
ｍ
、
女

性
は
１
４
４
ｃ
ｍ
と
小
柄
で
、
筋
肉
質
の
し
っ
か
り
と
し
た
体
型
で

は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
肩
や
腕
の
力
は
弱
く
、
握
力
と
咀
嚼
力
は
強

か
っ
た
こ
と
が
骨
か
ら
読
み
取
れ
る
と
い
う
。
発
達
し
た
下
半
身
の

割
に
は
、
華
奢
な
上
半
身
、
比
較
的
細
い
顎
な
ど
、
本
州
の
縄
文
人

た
ち
と
は
異
な
る
身
体
的
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
現
代
人
に
比
べ
る

と
小
柄
で
、
そ
の
骨
格
か
ら
、
森
の
中
を
歩
き
回
り
な
が
ら
狩
猟
採

集
生
活
を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

 「
か
つ
て
港
川
人
は
縄
文
人
の
祖
先
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

き
た
が
、
2
0
0
9
年
の
研
究
で
、
港
川
人
を
縄
文
人
の
祖
先
と
す

る
考
え
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
よ
う
な
分
析
結
果
が
出
て
い
る
。
港

滝川人１号の復元
沖縄県立博物館・美術館の復
元模型。
（『島に生きた旧石器人　沖縄
の洞穴遺跡と人骨化石』
著：山崎真治　新泉社刊　
沖縄県立博物館・美術館蔵）

港川人骨
左から、３号（♀）、４号（♀）。
これほど保存状態の良い旧石器
時代人骨がまとまって発見され
ることは、世界的に見ても稀で
ある。
（『島に生きた旧石器人　沖縄の
洞穴遺跡と人骨化石』
著：山崎真治　新泉社刊　
沖縄県立博物館・美術館蔵）

港川人頭部骨（レプリカ）
（八重瀨町立具志頭歴史民族博物館蔵）
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川
人
は
現
在
の
人
類
な
ら
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
や
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
の
集
団
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
で
あ
る
。
国
立
科

学
博
物
館
の
海
部
陽
介
研
究
主
幹
に
よ
る
と
、
港
川
人
は
本
土
の
縄

文
人
と
は
異
な
る
集
団
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
港
川
人

は
5
万
～
1
万
年
前
の
東
南
ア
ジ
ア
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
広
く
分

布
し
て
い
た
集
団
か
ら
由
来
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
に
、
農
耕

文
化
を
持
っ
た
人
た
ち
が
東
南
ア
ジ
ア
に
広
が
り
、
港
川
人
の
よ
う

な
集
団
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
限
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
て
い
る
。（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）

「
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
化
石
人
骨
と
縄
文
人
の
関
係
を
見
る

と
、
縄
文
人
に
最
も
近
い
と
さ
れ
て
い
る
の
は
沖
縄
島
出
土
の
港
川

人
（
お
よ
８
千
年
前
）
で
あ
る
が
、
形
質
面
か
ら
見
る
と
縄
文
人
は

港
川
人
の
次
の
段
階
と
ま
で
は
言
え
ず
、
両
者
の
間
に
は
更
に
１
つ

２
つ
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
港
川
人

の
頭
骨
は
ワ
ジ
ャ
ク
人
に
近
く
、
柳
江
人
や
山
頂
洞
人
（
中
国
）
に

は
そ
れ
ほ
ど
似
て
い
な
い
為
、
少
な
く
と
も
琉
球
弧
の
縄
文
人
の
祖

先
は
環
太
平
洋
方
面
か
ら
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。」　
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）

ア
フ
リ
カ
で
約
20
万
年
前
に
現
生
人
類
（
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が

誕
生
し
て
以
来
、
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
シ
ベ
リ
ア
、
ス
ン

ダ
ラ
ン
ド
と
、
世
界
中
へ
拡
散
し
て
い
っ
た
事
は
今
や
定
説
に
な
っ

人類のアフリカからの経路
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て
い
る
。

ア
ジ
ア
へ
向
か
っ
た
一
団
は
南
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
東
ア
ジ
ア
に

も
や
っ
て
き
た
。
現
在
、
東
ア
ジ
ア
で
最
古
の
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
化

石
は
、
中
国
周
口
店
の
田
園
洞
や
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
（
ス
ン
ダ
陸
棚
・

海
面
低
下
期
に
ア
ジ
ア
大
陸
の
一
部
だ
っ
た
）
の
ボ
ル
ネ
オ
島
・
ニ

ア
ー
洞
窟
な
ど
で
出
土
し
て
お
り
、
約
４
万
年
ほ
ど
前
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
日
本
列
島
（
古
本
州
島
・
琉
球
列
島
）
へ
渡
っ
て
き
た
の

も
ほ
ぼ
同
時
期
の
、
４
万
年
前
～
３
万
５
千
年
前
頃
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
は
見
て
き
た
「
山
下
町
第
一
洞
窟
」
の
小
児
人
骨
が

３
万
６
千
年
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
。

古
本
州
島
も
琉
球
列
島
も
、
当
時
は
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
は
切
り
離

さ
れ
た
島
し
ょ
う
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
人
々
は
何
ら
か
の
手
段
で

海
を
渡
っ
て
き
た
事
に
な
る
。
縄
文
よ
り
遙
か
な
昔
に
、
既
に
外
洋

を
渡
る
手
段
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
伊
豆
諸
島
の
神
津
島
の
黒

曜
石
を
求
め
て
、
本
土
と
神
津
島
を
往
復
し
て
い
た
の
も
３
万
５
千

年
前
の
旧
石
器
時
代
な
の
だ
。
ど
の
よ
う
な
航
海
術
で
大
海
原
を

渡
っ
て
い
っ
た
の
か
。
驚
愕
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
旧
石
器
人
骨
が
発
見
さ
れ
る
琉

球
諸
島
で
あ
る
が
、
考
古
学
上
、
旧
来
２
つ
の
大
き
な
謎
が
あ
る
と

さ
れ
て
き
た
。
一
つ
は
、
本
土
の
旧
石
器
遺
跡
に
比
べ
て
石
器
が
極

端
に
少
な
い
事
で
あ
る
。

サ
キ
タ
リ
洞
、
港
川
、
白
保
竿
根
田
原
の
遺
跡
群
の
中
で
、
発
見

さ
れ
た
石
器
は
サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡
の
、
石
英
製
石
器
だ
け
な
の
で
あ

る
。
石
器
の
材
料
と
な
る
石
材
が
乏
し
い
事
、
貝
器
が
そ
の
代
わ
り

を
し
て
い
た
こ
と
、
石
器
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
仕
事
（
例
え
ば
大

型
獣
の
解
体
作
業
な
ど
）
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

二
つ
目
は
、
３
万
６
千
年
前
の
「
山
下
町
第
一
遺
跡
」
か
ら
２
万

年
前
の
港
川
人
ま
で
、期
間
が
開
き
す
ぎ
る
こ
と
。し
か
し
こ
れ
は
、

白
保
竿
根
田
原
遺
跡
の
発
見
で
そ
の
間
が
埋
ま
っ
て
き
た
の
で
、
今

後
謎
で
は
無
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

人
類
の
誕
生
と
そ
の
拡
散
に
つ
い
て
は
、
現
在
世
界
中
で
研
究
が

継
続
中
で
あ
る
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
に
よ
る
追
跡
も
、
日
々
新
た
な
発

見
を
生
み
出
し
て
い
る
。冒
頭
の
、縄
文
人
Ｄ
Ｎ
A
の
分
析
な
ど
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
の
か
、
ま
こ
と
に
も
っ
て
興
味
深

い
。世

界
中
の
学
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
研
究
の
成
果
が
、
い

つ
の
日
が
一
堂
に
会
し
て
、
壮
大
な
人
類
の
歩
み
が
や
が
て
体
系
化

さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
時
点
で
、
果
た
し
て
日
本
人
が
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
も
明
ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
類
の
一
大
叙
事

詩
を
早
く
見
た
い
も
の
で
あ
る
。

「
実
は
、
旧
石
器
時
代
に
人
類
が
生
息
し
て
い
た
島
は
、
世
界
中

を
見
わ
た
し
て
も
そ
う
多
く
は
無
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
東
に
浮
か
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ぶ
フ
ロ
ー
レ
ス
島
は
、
面
積
1
3
5
0
0
平
方
キ
ロ
で
四
国
よ
り
や

や
小
さ
い
島
だ
が
、
80
万
年
以
上
前
に
原
人
の
仲
間
（
ジ
ャ
ワ
原
人

の
仲
間
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
が
到
達
し
て
い
た
こ
と
で
有

名
な
島
で
あ
る
。
フ
ロ
ー
レ
ス
島
に
到
達
し
た
原
人
は
、
長
い
年
月

の
間
に
島
に
適
応
し
、
体
型
も
小
型
化
し
て
い
た
（
身
長
わ
ず
か
１

ｍ
ほ
ど
）
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

島
で
の
生
活
に
は
、
本
土
と
は
異
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ

る
。
長
い
間
本
土
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
た
フ
ロ
ー
レ
ス
島
や
沖
縄

島
で
は
、
本
土
と
比
べ
て
中
大
型
動
物
が
少
な
く
、
陸
獣
な
ど
の
動

物
相
が
貧
弱
で
あ
る
。
フ
ロ
ー
レ
ス
島
の
フ
ロ
ー
レ
ス
原
人
は
、
水

牛
ほ
ど
の
大
き
さ
の
小
型
化
し
た
ゾ
ウ
（
ピ
グ
ミ
ー
ス
テ
ゴ
ド
ン
）

や
、
体
高
１
・
５
ｍ
も
あ
る
ハ
ゲ
コ
ウ
の
仲
間
を
捕
食
し
て
い
た
よ

う
だ
が
、
そ
う
し
た
動
物
た
ち
は
や
が
て
絶
滅
し
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
沖
縄
で
も
か
つ
て
は
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ジ
カ
や
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

ム
カ
シ
キ
ョ
ン
と
い
っ
た
シ
カ
の
仲
間
が
生
息
し
て
い
た
が
、
２
万

年
前
頃
に
は
絶
滅
し
、
中
大
型
の
陸
獣
は
イ
ノ
シ
シ
一
種
の
み
に

な
っ
た
。

し
か
も
、
旧
石
器
時
代
に
は
、
沖
縄
周
辺
の
海
は
現
在
の
よ
う
に

温
暖
で
は
な
く
、
サ
ン
ゴ
礁
も
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
サ
ン
ゴ
礁
が
も
た
ら
す
魚
や
貝
と
い
っ
た
海
の
資
源
を
利

用
す
る
こ
と
も
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
旧
石
器
人
に
と
っ
て
、
沖
縄

は
非
常
に
苛
酷
な
環
境
だ
っ
た
に
違
い
無
い
。し
か
し
、沖
縄
で
は
、

沖
縄
島
、
久
米
島
、
宮
古
島
、
石
垣
島
の
各
島
か
ら
、
旧
石
器
時
代

の
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。」

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
[
島
に
生
き
た
旧
石
器
人
と
そ
の
文

化
を
探
る
―
サ
キ
タ
リ
洞
遺
跡
発
掘
調
査
速
報
展
―
か
ら
転
載
。

更
新
日　

2
0
1
4
年
1
月
30
日

見
学
が
終
わ
っ
て
昼
食
に
沖
縄
そ
ば
を
食
べ
た
。正
直
私
は
、ラ
ー

メ
ン
や
日
本
そ
ば
、
う
ど
ん
の
方
が
旨
い
と
思
う
。
昼
食
後
は
楽
し

み
に
し
て
い
た
博
物
館
で
あ
る
。
グ
ス
ク
を
模
し
た
と
言
う
そ
の
ス

ケ
ー
ル
に
は
驚
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
本
土
で
も
こ
れ
だ
け
の
も
の
は

な
か
な
か
あ
る
ま
い
と
思
う
ほ
ど
の「
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
」

を
見
学
し
て
空
港
へ
向
か
う
。
サ
キ
タ
リ
洞
で
解
説
し
て
く
れ
た
山

崎
さ
ん
が
、
博
物
館
内
も
ま
た
案
内
し
て
く
れ
た
。
山
崎
さ
ん
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
中
尾
君
い
ろ
い
ろ
難
癖
つ
け
て
ご
め
ん
ね
。

ま
た
大
阪
で
は
宜
し
く
。

　
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に
「
港
川
人
復
元
像
」
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
八
重
瀬
町
立
具
志
頭
歴
史
民
族
資
料
館
に
は
、
常

設
展
示
の
一
つ
と
し
て
港
川
人
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
全
身
骨
格
の
レ

プ
リ
カ
や
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
平
成
24
年

に
は
こ
の
遺
跡
を
発
見
し
た
那
覇
市
の
実
業
家
、
大
山
盛
保
氏
の
生

誕
１
０
０
年
に
あ
た
り
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に
て
大
山
氏

を
称
え
る
企
画
展
が
開
催
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

  博
物
館
は
凄
い
規
模
だ
っ
た
。
グ
ス
ク
を
模
し
た
と
い
う
白
亜
の
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建
物
の
中
に
、
沖

縄
の
歴
史
が
ぎ
っ

し
り
と
詰
ま
っ
て

い
る
。
こ
こ
へ
来

れ
ば
、
沖
縄
の
歴

史
が
そ
の
成
り
立

ち
か
ら
現
代
ま

で
、
一
通
り
概
観

で
き
る
。
勿
論
、

港
川
原
人
や
そ
の

他
見
て
き
た
遺
跡

か
ら
の
出
土
物

も
、
レ
プ
リ
カ
も

含
め
て
、
所
狭
し

と
展
示
さ
れ
て
い

る
。沖

縄
の
人
々
が

生
き
て
き
た
壮
大

な
物
語
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら

考
え
て
み
れ
ば
、

沖
縄
に
旧
石
器
人
た
ち
が
ど
こ
か
ら
か
到
達
し
た
頃
、
私
の
先
祖
も

ど
こ
か
に
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
、
見
た
よ
う
な
頭

蓋
骨
や
背
骨
や
手
足
を
持
ち
、
鹿
の
骨
か
猪
の
骨
か
で
作
っ
た
釣
り

針
を
作
っ
て
魚
を
捕
っ
て
い
た
。
或
い
は
石
器
を
磨
き
、
木
の
枝
に

巻
き
付
け
て
、
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
に
向
か
っ
て
投
げ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
私
の
祖
父
の
、
そ
の
ま
た
祖
父
の
、
さ
ら
に
そ
の
曾
祖
父
た

ち
と
ど
ん
ど
ん
遡
れ
ば
、
ど
こ
か
の
旧
石
器
人
が
私
の
先
祖
な
の

だ
。
で
な
け
れ
ば
今
の
私
は
い
な
い
。
私
に
つ
な
が
る
血
脈
が
、
も

し
ど
こ
か
で
途
絶
え
て
い
れ
ば
、
今
の
私
は
存
在
し
て
い
な
い
は
ず

で
あ
る
。
途
絶
え
る
こ
と
無
く
配
偶
者
を
獲
得
し
、
生
殖
に
励
ん
だ

結
果
、
子
孫
を
残
し
た
。
そ
の
子
孫
は
ま
た
子
孫
を
残
し
、
縄
文
時

代
、
弥
生
時
代
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
と
、
し
ぶ
と
く
ど
こ
か
で

生
き
残
り
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
経
て
、
私
が
誕
生
し
た
。

そ
う
考
え
る
と
、
実
は
我
々
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
中
に
は
、
単
細
胞
や
ア

メ
ー
バ
あ
た
り
か
ら
始
ま
る
生
物
の
血
脈
が
、
延
々
何
百
万
年
と
生

き
続
け
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
ど
こ
か
の
魚
の
時
代
に
、
も
し
大
き

な
魚
に
食
わ
れ
て
い
れ
ば
、
文
字
通
り
命
脈
は
そ
こ
で
尽
き
て
い

る
。逃
げ
延
び
た
魚
の
一
部
が
地
上
を
這
い
、或
い
は
木
々
を
伝
わ
っ

て
空
気
か
ら
酸
素
を
取
り
込
み
、
や
が
て
陸
生
動
物
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
は
虫
類
や
鳥
類
や
ほ
乳
類
に
な
り
、
子
孫
を
残
し
続
け
て
き

た
の
で
あ
る
。
何
億
年
に
も
な
る
だ
ろ
う
こ
の
壮
大
な
流
れ
の
中

で
、
ど
こ
か
の
一
個
体
が
子
孫
を
残
さ
ず
滅
び
て
い
れ
ば
、
そ
の
血
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脈
は
い
ま
こ
の
世
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
生
命
が
、
忽
然
と
ど
こ

か
ら
か
出
現
す
る
訳
は
無
い
の
で
、
私
の
命
は
太
古
か
ら
続
い
て
い

る
の
だ
。
君
や
私
、
い
ま
我
々
が
生
き
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
そ
う

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　
沖
縄
の
港
川
で
発
見
さ
れ
た
原
人
（
実
際
は
新
人
だ
が
）
は
、
私

の
先
祖
と
こ
の
沖
縄
で
と
も
に
生
き
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
或

い
は
同
時
代
に
、
中
国
大
陸
の
南
の
果
て
か
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
麓
で
ヤ
ギ
を
追
い
か
け
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
私
の
先
祖
は
、
こ
の
白
骨
と
な
っ
た
旧
石
器
人
た
ち
と
同
じ
空

気
を
吸
い
、
同
じ
瞬
間
を
世
界
の
ど
こ
か
で
過
ご
し
て
い
た
の
は
間

違
い
無
い
の
だ
。

沖
縄
の
青
い
空
と
白
い
雲
、
澄
ん
だ
空
気
と
爽
や
か
な
風
を
、
私

の
遠
い
遠
い
じ
い
さ
ん
達
も
楽
し
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
な
。

平
成
最
後
の
年
、
９
月
30
日
大
阪
・
吹
田
に
て
。
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